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これまでの経緯と現状 
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１‐１ これまでの経緯 

＜国・都＞ 

平成15年 美しい国づくり政策大網 

平成16年 景観法 

平成19年 東京都景観条例 

       東京都景観計画 
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１‐１ これまでの経緯 

＜立川市＞ 

平成20年度 立川市景観計画等策定検討委員会（1回） 

平成21年度 立川市景観計画等策定検討委員会（4回） 

アンケート調査や色彩調査の実施 

景観セミナーや意見交換会、まちあるきの開催 

平成22年度 立川市景観計画等策定検討委員会（3回） 

平成23年度 立川市景観計画等策定検討委員会（2回） 

立川市景観条例の議決 

平成24年度 東京都との協議 

          景観行政団体へ移行 
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１‐２ 景観法の施行状況 

 平成24年4月1日時点（平成24年度第１回都・区市町村景観づくり連絡会議の資料より） 5 



立川市景観計画（案）について 
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序章 はじめに（Ｐ.２） 

立川市景観計画とは 
立川市景観計画は、市の良好な景観形成のための基本となる計画です。 

 市の長期ビジョンである「立川市第３次長期総合計画」に即し、「立川市都市計画
マスタープラン」を上位計画とし、立川市の景観づくりのための基本的な計画として
位置づけられ、関連諸計画との整合や連携を図ります。 

 景観計画には、景観法に基づく届出・勧告などによる景観行政とともに、市民・事
業者・行政による主体的な取組みなど、良好な景観形成の施策の推進についても
位置付けます。  
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序章 はじめに（Ｐ.４） 

景観形成の基本理念 
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第１章 景観特性（Ｐ.６～１９） 

立川市の景観特性 
 
１．農地と住宅などによる街並み 

２．新田開発に由来する景観 

３．河川沿いの豊かな緑と市街地 

４．各地域に残る樹林の緑 

５．国営昭和記念公園に代表される広がりのある空間 

６．ＪＲ立川駅周辺の市街地 

７．旧集落の趣を残す住宅地 

８．緑の帯となる立川崖線 

９．多摩モノレール沿道 

１０．幹線道路沿道 

１１．大規模な団地 

１２．地域拠点と周辺の街並み 
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第２章 景観形成の基本方針（Ｐ．２０、２１） 

景観形成のテーマ 
 

景観形成の基本方針 
方針１：多摩の拠点にふさわしい都市の魅力があふれる景観をつくる 

方針２：歴史を継承しながら持続するまちの景観をつくる 

方針３：地域の資源を共有し地域特性を活かした景観をつくる 

方針４： 身近な風景から心地よさが体感できる景観をつくる 

方針５：市民一人ひとりが愛着を持てる景観をつくる 
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第３章 景観計画の区域等（Ｐ．２２、２３） 

景観計画区域の区分【基本区分】 

 立川市景観計画区
域は立川市全域です。 

  

 基本区分として、景
観特性のまとまりか
らみた３つの地域を
「一般地域」、地域か
ら浮かび上がる７つ
の地区を「景観形成
地区」として位置付け
ます。 
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第３章 景観計画の区域等（Ｐ．２４） 

景観計画区域の区分【立地区分】 

 立地区分として、モノレールなどは、一般地域や景観形成地区を跨って都
市の骨格的な景観を形成する「景観形成軸」、公園などは、地域の拠点とし
て重要な景観を形成する「景観形成拠点」として位置づけます。 

■景観形成軸                     ■景観形成拠点 
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第３章 景観計画の区域等（Ｐ．２５） 

行為の届出等 
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第３章 景観計画の区域等（Ｐ．２６、２７） 

行為の届出等 
 

・建築確認申請の30日前ま
でに届出 

・大規模な建築物等は行為
の届出の60日前までに事
前協議を行う 

 

 

 
 
【大規模建築物等】 
①高さ30ｍ以上のもの 
②延べ面積10,000㎡以
上のもの 
③事業区域面積10,000
㎡以上のもの 
④集合住宅で100戸以上
のもの 
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第４章 景観形成の方針・基準（Ｐ．２８-７６） 

地域・地区に応じた配置、形態・意匠、色彩などの基準を設けています。 

景観形成軸・景観形成拠点では、上乗せ基準がかかります。 
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第４章 景観形成の方針・基準（Ｐ．２８-７６） 

＜景観形成基準＞ 

配置基準の一例 

・中高層建築物は、公
共空間や隣接地から
壁面を後退するなど、
圧迫感の軽減に配慮
した配置とする。 

○砂川地域 
＜景観形成の方針＞ 

・武蔵野の原風景の保全 

・緑の帯が地域に映える景観の形成 

・良好な住宅地の街並みの形成 
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第４章 景観形成の方針・基準（Ｐ．７７-８０） 

色彩基準 【例：一般地域】 
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外壁基本色 
外壁各面 
4/5以上 

強調色 
外壁各面 
1/5未満 



第５章 景観資源の保全・活用（Ｐ．８１） 

○景観重要建造物・景観重要樹木の指定の方針 

第６章 公共施設等の整備（Ｐ．８２-８６） 

○景観重要道路 
新奥多摩街道、五日市街道、中央南北線、北口駅前大通り線、 
サンサンロード、立川駅南北駅前交通広場（デッキ含む） 

○景観重要河川 
多摩川、残堀川 

○景観重要公園 
国営昭和記念公園、富士見公園、立川公園 

○その他の景観形成公共施設 
砂川用水、柴崎分水、昭和用水 

第７章 屋外広告物の表示等（Ｐ．８７） 

○屋外広告物の表示等に関する方針 
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第８章 景観形成の施策の推進（Ｐ．８８-９０） 

○景観協定 

○景観審議会の設置 

○景観アドバイザーの整備 

○景観形成ガイドライン 

○景観づくりのＰＲ・意識啓発 

○市民等による景観づくり 

○景観教育の推進 

○たちかわ景観資産等の認定 
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今後のスケジュール 

20 



パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施 

都
市
計
画
審
議
会
（案
件
説
明
） 

【景観計画策定スケジュール（予定）】 

立
川
市
景
観
計
画
運
用
開
始 

７月３日 ７月10日～30日 ８月２２日 10月１日 ９月２６日 

第
１
回
景
観
審
議
会 

第
３
回
景
観
審
議
会 

都
市
計
画
審
議
会
（諮
問
・答
申
） 

９月２６日 

５地域で地域別説
明会を実施予定
（7/17～21） 

第
２
回
景
観
審
議
会 

８月２４日 
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立川駅北口駅前デッキ上アーチ
の色彩計画 
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ＪＲ立川北口駅前広場に出て多摩モノレール立川北駅を見る 
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多摩モノレールから北口駅前広場を見る 
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ＪＲ立川北口駅前広場に出て北口駅前大通りを見る 
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北口駅前大通りからアーチを見る 
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デッキ下から立川ルミネ側を見る 
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